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平成 30 年 10 月 30 日 

各      位 

会 社 名  株 式 会 社 ノ ジ マ 

代表者名  取締役兼代表執行役社長  野島  廣司 

（東証第一部・コード 7419） 

問合せ先  執 行 役 財 務 経 理 部 長 田之頭 泰彦 

  （ T E L： 0 5 0 - 3 1 1 6 - 1 2 2 0） 

 

通期連結業績予想の修正、剰余金の配当（中間配当）及び 

期末配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、平成 30 年５月８日に公表いたしました平成 31 年３月期通期

連結業績予想を修正いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、平成 30 年 10月 30日開催の取締役会において、下記のとおり平成 30年 9 月 30日を基準日と

する剰余金の配当（増配）を行うことを決議するとともに、期末配当予想を修正いたしましたので、

併せてお知らせいたします。 

記 

１． 連結業績予想数値の修正 

 

（１）平成 31年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日） 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

515,600 

百万円 

17,900 

百万円 

19,000 

百万円 

14,000 

円 銭 

279.05 

今回修正予想（Ｂ） 520,000 18,500 20,000 14,700 295.38 

増減額（Ｂ-Ａ） ＋4,400 ＋600 ＋1,000 ＋700  

増減率（％） ＋0.9 ＋3.4 ＋5.3 ＋5.0  

（ご参考）前期実績 

（平成30年３月期） 
501,890 17,044 17,935 13,634 275.42 

 

（２）修正の理由について 

平成30年10月16日に公表いたしました業績予想の修正に記載の通り、当第２四半期連結累計期間の

売上高・営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する四半期純利益が当初予想を上回ることとなり、

あわせて、下期の業績予想を再度精査した結果、売上高・営業利益・経常利益・親会社株主に帰属す

る当期純利益いずれも当該業績予想を上回る見通しとなりましたので、上記の通り通期業績予想の修

正をいたします。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後のさまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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２．剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想の修正（増配） 

 

（１）配当の内容 

 決  定  額 
直近の配当予想 

（平成 30 年 5 月 8 日公表） 

前期実績 

（平成 30年３月期） 

基 準 日 平成 30年９月 30日 同左 平成 30年３月 31日 

１株当たり配当金 17円 00銭 16円 00銭 16円 00銭 

配 当 金 総 額 853百万円 － 808百万円 

効 力 発 生 日 平成 30年 12月６日 － 平成 30年６月１日 

配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

 

（２）配当予想の内容 

 １株あたり配当金 

 第２四半期末 期 末 合 計 

前回予想(平成 30年５月８日公表) 16円 00銭 16円 00銭 32円 00銭 

今回修正予想  17円 00銭 34円 00銭 

当期実績 17円 00銭   

前期実績(平成 30年３月期) 15円 00銭 16円 00銭 31円 00銭 

 

 

（３）配当修正の理由 

当社は、財務体質の強化と積極的な事業展開に必要な内部留保を勘案し、継続して安定した配当を

実施することを基本方針としておりますが、平成31年３月期第２四半期の業績を踏まえ、第２四半期

末及び期末配当を１株につき17円（前回予想に対して１円の増配）とすることといたしました。     

これにより、年間配当金は、前回予想から２円増配の 34 円となる予定です。  

                                     

以  上 

 


